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「自分で決めた。だから、最後までやる。」          副校長 横山 友美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前、学校に時々遅れて登校してくるお子さんがいました。 

その子は、放課後に習い事に行っていました。習い事の数は５つ。平日は、ほとんど放課後に習い事に行く日々で

す。保護者の方とは、「習い事で疲れて、登校が遅くなってしまうのかな。」という話をしました。実は、保護者の方

はもともとこんなに多くの習い事をさせるつもりはなく、「本人の適性を見極めて、長く続きそうな習い事を選ぶた

めに、複数の体験に申し込んだ。」と言います。しかし、その子は、「全ての習い事を続けたい。」と保護者の方に伝

えました。その約半年間、その子は歯を食いしばりながら、習い事を続けているのです。さすがに大変なのではと気

になった私は、その子に「どうして、全ての習い事を続けようとしているの。大変ではないの。」と聞いてみました。

もしや周囲の期待に応えようと、無理をしているのではないかと思ったからです。すると、その子は「どの習い事も

自分で『自分に必要だ。』『ためになる。』『やっていて楽しい。』と感じるから、続けているんだ。だから、最後まで

やる。」と私に教えてくれ、驚きました。追い込まれて無理をしているのでも惰性でもなく、続けることで身に付い

ていく力を感じ取り、そこに楽しさを感じていたのです。充実した放課後の話を聞くことができ、とても嬉しくなり

ました。しかし、体力的に厳しさを感じていることは確かだということで、その子はもう少し身体が成長し、多くの

習い事をしていても疲れが出ないようになるまで、自分で選んで習い事を精選することにしました。「やめる」ので

はなく「一時休止」です。 

＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞ 

このように何かに取り組む際、『自分に必要だ。』『ためになる。』『やっていて楽しい。』と感じて、『自分で決めた

からやる。』と決めることを「自己決定感」といい、自己決定感が強いと、経過や結果に対しても『自分で決めたの

だから、成功しても失敗しても、それが正解なのだ。』と納得できることが多く、満足度や幸福度が上がるといわれ

ています。反対に、『ご褒美があるから。罰があるから。』『できないと恥ずかしいから。』などの理由で活動を続けて

いくのは成果が上がりにくく、主体的になりにくいのです。自己決定感が強い状態で「うまくいった。」という成功

体験を得られると、「私なら、できる！」という根拠のある自信をもてるようになります。これを「自己効力感」と

いいます。 

「自己効力感」を高め、「私は自分で決めて、そのための努力を重ね、このような結果を得た。」と自信につながる

ようにすることは、学校の教育活動の多くの場面で取り入れられています。子どもたちが楽しんで学ぶ中で自らの価

値を自覚し、互いを尊重し学び合える関係を作れるよう、様々な活動を通して、成長段階に合わせた取組を行ってい

きます。今後とも、学校の教育活動へのご支援・ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

寿
限

じ
ゅ
げ

無 む 

寿
限

じ

ゅ
げ

無む 

寿
限

じ

ゅ
げ

無む 
 

五
劫

ご

こ

う

の
す
り
き
れ 

 

海か
い

砂
利

じ

ゃ
り

水
魚

す
い
ぎ
ょ

の 

水す
い

行
末

ぎ
ょ
う
ま
つ 

 

雲
来

う
ん
ら
い

末ま
つ 

風
来

ふ
う
ら
い

末ま
つ 

 

食
う

く

 

寝
る

ね

 

と
こ
ろ
に 

住
む

す

 

と
こ
ろ 

 

 

や
ぶ
ら
こ
う
じ
の 

ぶ
ら
こ
う
じ 

 

パ
イ
ポ 

パ
イ
ポ 

パ
イ
ポ
の 

 

シ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ン 

 

シ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ン
の 

グ
ー
リ
ン
ダ
イ 

 

グ
ー
リ
ン
ダ
イ
の 

ポ
ン
ポ
コ
ピ
ー
の 

 

ポ
ン
ポ
コ
ナ
の 

長

久

ち
ょ
う
き
ゅ
う

命め
い

の 

長
助

ち
ょ
う
す
け 

 

 

  

10
月
の
暗
唱
で
す
。 

５
年
生
の
育
て
て
い
る
稲
に
、 

よ
く
見
る
と
青
い
稲
穂
が
     

つ
い
て
い
ま
し
た
。 


